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アップデート編

１，モーション再生スピードの高速化
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「C」、「F」(POSオブジェクト )と「分岐」(CMPオブジェ
クト )接続している配線を削除します。1

「C」,「F」をコピーし、貼り付けます（それぞれ「C’」、「F’」
と名称変更します。）2

アップデート以前（Ver1.02以前）との一番の違いはこの機能です。
Ver1.02以前のRCB-3では、モーション・シナリオ再生中にSETオブジェクト、CMPオブジェクトを通過する時に、
補間スピード換算で１～２、時間単位換算で 15ms～ 30ms(出力周期 15msの場合 )を消費していましたが、Ver1.03で
は最小 2msまで高速化し、特にCMPオブジェクトを用いたモーション分岐のタイムラグが微少になりました。
(SET,CMPの通過時間は各オブジェクトの設定内容により異なります。)
ただ、このことによりVer1.02以前で作成された歩行モーションなどが完全に再現できなくなります。
対処法をKHR-1HVの歩行モーションを例にとって説明します。

解説
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